
社会福祉士単位修得確認表

（現代人間学部福祉生活デザイン学科　2018年度以降入学者用）

厚生労働省指定科目

科目名 科目名
配当
学年

単位
既得
単位

本年度
履修予
定単位

現代社会と福祉Ⅰ 1 2

現代社会と福祉Ⅱ 1 2

地域福祉論I 3 2

地域福祉論Ⅱ 3 2

福祉行財政と福祉計画 福祉行財政と福祉計画 3 2

社会保障論Ⅰ 2 2

社会保障論Ⅱ 2 2

障害者に対する支援と障害者自立
支援制度

障害者福祉論 2 2

低所得者に対する支援と生活保護
制度

公的扶助論 3 2

保健医療サービス 保健医療サービス 2 2

人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病 2 2

心理学理論と心理的支援 身近な心理学 1 2

社会理論と社会システム 社会学概論 1 2

権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度 3 2

就労支援サービス 就労支援 3 1

更生保護制度 更生保護制度 3 1

社会調査の基礎 社会福祉調査法 2 2

ソーシャルワーク論Ⅰ 1 2

ソーシャルワーク論Ⅱ 2 2

ソーシャルワーク論Ⅲ 2 2

ソーシャルワーク論Ⅳ 3 2

ソーシャルワーク論Ⅴ 3 2

ソーシャルワーク論Ⅵ 4 2

福祉サービスの組織と経営 社会福祉運営論 3 2

老人福祉論 2 2

介護概論 2 2

児童や家庭に対する支援と児童・
家庭福祉制度

児童福祉論 2 2

ソーシャルワーク演習Ⅰ 2 2

ソーシャルワーク演習Ⅱ 3 2

ソーシャルワーク演習Ⅲ 4 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2 2

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 3 2

ソーシャルワーク現場実習 3 6

医療ソーシャルワーク現場実習 3 6

1.（※１）及び（※２）はそれぞれ指定科目3科目から1科目を選択履修すればよいが、国家試験ではこれら6科目すべてが受験科目となっている
ため、すべてを履修しておくことが望ましい。
2.（※３）医療機関に勤務を希望する場合は「医療ソーシャルワーク現場実習」を推奨する。
3.（※４）「ソーシャルワーク論Ⅰ～Ⅵ」は精神保健福祉士の指定科目「精神保健福祉相談援助の基盤（基礎）」を兼ねる。
4.（※５）「ソーシャルワーク演習Ⅰ～Ⅲ」は精神保健福祉士の指定科目「精神保健福祉援助演習（基礎）」を兼ねる。
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相談援助の基盤と専門職

相談援助の理論と方法

高齢者に対する支援と介護保険制度

相談援助演習

相談援助実習指導
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社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
共
通
科
目

必
修
科
目

現代社会と福祉

合計単位（最低必要単位数61～68）

地域福祉の理論と方法

社会保障
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